
　これまで、国内酪農の経営安定対策としては、「加工原料乳生産者補給金等暫定措置法」に基づく補給金交付制度が根幹をなしてきましたが、「畜
産経営の安定に関する法律」（畜安法）の改正に伴い、平成３０年４月からは、同法に基づく恒久的な措置としての新たな補給金交付制度に移行す
ることとなります。この背景として、農林水産省では、補給金交付制度を改正する目的を、「我が国の生乳生産量及び飲用牛乳の需要が減少傾向に
ある中、今後、需要の増加が見込まれる乳製品に生乳を仕向けやすい環境を整備し、需給に応じた乳製品の安定供給の確保を図る」としています。

●新たな畜安法に基づく補給金交付制度の骨子
（１）補給金の交付対象となる生乳

　引き続き、生クリーム等、チーズ、脱脂粉乳・バター等の乳製品の原料となった生乳（加工原料乳）
に対して補給金を交付。

（２）補給金の額
　現在の補給金の単価は、「加工原料乳地帯（北海道）における生乳の再生産を確保することを旨
として定める等」とされており、今後も基本的には同様の考え方で算定され、食料・農業・農村政策
審議会での審議を経て、決定されることが見込まれる。
　また、一定の要件を満たす「指定事業者」には、補給金に加え、集送乳調整金を交付。

（３）補給金等の交付対象者
　これまで、農林水産大臣又は都道府県知事によって指定された「指定生乳生産者団体」（指定団
体）に限定されていた交付対象者（対象事業者）は、以下の者に拡大。
　①  生乳受託販売又は生乳買取販売の事業を行う者（※）

　②  自ら生産した生乳を乳業者に対し自ら販売する者
　③  自ら生産した生乳を加工して自ら販売を行う者
　（※）補給金は、最終的には対象事業者を通じて、当該者に生乳を出荷する酪農家に支払われる。

　また、集送乳調整金は、乳業工場から遠隔に所在するなど、条件が不利な酪農家が生産した生乳
も含め、あまねく集乳が行われるようにするため交付される。
　このため、集送乳調整金は、上記①の対象事業者のうち、以下の要件を満たす者（指定事業者、
農協が指定事業者の場合は「指定団体」）に交付。
　①  �定款等で正当な理由なく一又は二以上の都道府県の区域において、生乳の委託又は売り渡

しの申し出を拒んではならない旨が定められていること
　②  業務規程において、集送乳に係る経費の算定の方法等が基準に従い定められていること

　多額の初期投資が必要とされる酪農は、一般的に新規就農が難しいと

言われています。富山県高岡市で酪農を営む青沼光
あきら

・佳奈さん夫妻は、

こうした新規就農の高いハードルを超え、2015年に自分たちの牧場で

ある「c
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lover f
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arm」を開業。牧場経営のかたわら、厳しい状況にある酪

農を盛り上げ、新規就農希望者の支援にも取り組もうとしています。

　光さんは、広島県の出身。農業とは無縁の家庭で育ちましたが、中学

のときに酪農という仕事があることを知り、酪農家を志すようになりま

す。地元の農業高校で酪農を学び、大学は新潟大学農学部へ進学。卒業

後は後継者を探していた長野県の牧場に就職しました。しかし、光さん

がやろうとする酪農を経営者に理解してもらえず２年で退職。その後、

大学時代の友人が働いていた富山県黒部市の新川育成牧場（現・くろ

べ牧場まきばの風）に入り、ここで佳奈さんと出会います。

　佳奈さんは、茨城大学で酪農を学び、卒業後は富山県の製薬会社に

就職しましたが、動物にかかわる仕事がしたいという思いが募り、新川

育成牧場で働いていました。光さんと結婚し、第一子が誕生したのを機

に、「独立して自分の牧場を持ちたい」という光さんの夢をかなえるた

めに牧場を探し始めます。

夢の実現に向けて牧場探しをスタート！

富山県内で探し求めていた牧場を発見！

現行の指定生乳生産者団体
（指定団体）制度の仕組み “安全・安心な牛乳・乳製品が届くまで”

クローバーファームの青沼さんご一家。光さんの手前に立つのが長男の芽
め ぶ き

吹くん（右）
と次男の暖

は る き

枝くん（中央）。佳奈さんが抱いているのは今年７月に産まれたばかりの三
男・瑞

み ず き

樹くんです。

“酪農家”という生き方を次世代に残したい
− 30年後の酪農を見据えた若手酪農家の取り組み −

　牧場を探す上で光さんが最もこだわったのは立地でした。北海道のよ

うな酪農地帯ではなく、むしろ、牧場周辺に住宅地があるような場所を光

さんたちは望んでいました。自分たちがそうした場所で酪農を営むこと

で多くの人に興味を持ってもらい、牛乳の消費拡大や牧場の後継者問題

などの解決につなげていきたいと考えてのことでした。

　日本の生乳生産量は、酪農家の減少などにより減少傾向にあります。

また、人口減少に伴って牛乳や乳製品の消費量も減っていくと予想され

ています。「消費者の皆さんに牛乳を買ってもらわなければ酪農は成り

立ちません。牛乳や乳製品の消費を増やすことも酪農家が取り組まな

ければならない課題だと思います」と光さんは語ります。

　富山県の酪農家はわずか40戸ほど。しかも、高齢化によりその数は

年々減少しています。酪農家を増やしたい二人にとって富山県は、やり

がいのある土地に思えました。また、佳奈さんが富山市出身だったこと、

光さんも富山の暮らしに慣れてきたということもあり、二人は富山県内

での新規就農を目指し、自分たちの条件に合った牧場を探しました。

　新規で酪農を始める場合、土地を取得して牛舎や施設を新しく建て

たのでは多額の資金が必要となります。このため、青沼さんご夫妻は、

第三者継承（後継者のいない農家の土地や施設などを受け継いで農業

を継承する手法）による牧場の取得を目指していたところ、光さんの知

り合いから高岡市内にある離農予定の酪農家を紹介されました。

　高岡市は人口17万人の都市。隣りには人口９万人の射
い み ず

水市があり、そ

の隣りには県庁所在地の富山市があります。また、その牧場の近くには住

宅地もあり、まさに二人が求めていたロケーションでした。光さんは日本

政策金融公庫の青年等就農基金を活用して資金を借り、牧場と牛と住宅

をその酪農家から一括購入し、2015年にクローバーファームを開設し

ました。

クローバーファームでは、朝夕の搾乳後に牛を放牧しています。牧場の周囲には、住宅や工場なども見られます。

「畜産経営の安定に関する法律」の一部改正により補給金※交付制度が恒久化

加工原料乳生産者補給金制度
生乳の再生産の確保等を図ることを目的に、加工原料乳に
ついて生産者補給金を交付。加えて、集送乳が確実に行え
るよう、指定事業者に対して集送乳調整金を交付。

【補給金の要件】
○�毎年度、生乳の年間販売計
画を提出すること
○�年間を通じた用途別の需要
に基づく安定取引という要
件を満たすこと

【集送乳調整金の要件】
○�集送乳経費がかさむ地域を
含む都道府県単位以上（一
又は二以上の都道府県）の
区域内で集乳を拒否しない
○�集送乳経費の算定方法等を
基準に従い規定
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乳業メーカーから受け取る用途別の生乳代金（乳代）をプールし、
各酪農家の生乳の出荷量や成分・乳質に応じて精算
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飲用牛乳向 牛乳

発酵乳等向 ヨーグルト

生クリーム等向 生クリーム

チーズ向 チーズ

乳代（用途別）

脱脂粉乳・バター等向 脱脂粉乳・バター

加工原料乳
生産者補給金

販売委託

乳代＋補給金

販売委託

乳代＋補給金

酪農家は、牛が暮ら
す環境を守り、愛情
をもって牛を育て、
健康を守り、生乳を
搾っています。

● �酪農家は、指定団体に生乳の販売を委託する一方、自ら牛乳乳製品の製造・販売を行うことや、特色ある生乳の乳業メーカーへの直接販売等（部分委託）も可能です。

●� 日本の生乳の95％以上は指定生乳生産者団体（指定団体）を通じて販売されています。指定団体の大きな役割は、
　① 多くの生乳量を取り扱うことによる乳業メーカーとの交渉力強化
　② 酪農家の所在地などを踏まえた、効率的な輸送ルートの設定による輸送コストの低減
　③ 日々変動する生乳生産量や用途別の需要に対し、生乳を廃棄せず売り切る機動的な需給（配乳）調整力　の３つです。
　さらに、安全安心の確保のために行う、酪農家段階での「使用した動物用医薬品や農薬等の記帳・記録」の推進や、生乳の検査の他、消費者に対
して理解醸成活動等も行っています。また現在、昭和41年度に施行された「加工原料乳生産者補給金等暫定措置法」に基づき、指定団体を通じて
販売された加工原料乳（生クリーム等、チーズ、脱脂粉乳・バター等の乳製品の原料となった生乳）に対して国から「補給金」が支払われています。

（指定団体は①に含まれる）
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酪農という仕事を多くの人に伝えたい
　牧場を経営するに当たっては、綿密な経営計画を立てましたが、牧場の

開設時には乳牛の価格が高騰。未経産牛（これから出産を経験する若い

牛）の価格が倍近くに跳ね上がり、予定していた数の半分しか購入できな

くなりました。光さんは、苦肉の策として廃用牛を活用することにします。

　廃用牛とは、なかなか妊娠せず、生産能力が低下して、乳牛として飼養

できなくなった牛を言います。光さんは、廃用牛を安価で購入し、大学で学

んだ知識を活かして繁殖に取り組み、牛の生産能力を再生させて収益を

上げています。廃用牛のうち搾乳牛として復活するのは半分ほどだそうで

すが、たとえ繁殖に成功しなくても肉用牛として買ってもらえるので、廃用

牛の活用は経営的にもリスクの少ない方法だということです。

　牧場を開設して２年半。牧場を引き継いだとき７頭だった乳牛は、育

成牛を含めて50頭以上になりました。多くの人に少しでも酪農や牧場

に関心を持って欲しいとの思いから、光さんはこうした酪農への取り組

みや日々の暮らしを、SNSなどを通して積極的に発信しています。最

近はブログを見て興味を持った家族が牧場にやってきたり、新聞社やテ

レビ局が取材に訪れることもあり、その度に人とのつながりが広がって

います。

　また、今年の春には、念願の酪農教育ファーム認証牧場となり、人々と

交流する機会がさらに増えました。酪農教育ファーム活動とは、酪農体験

を通して「食やしごと、いのちの学び」を支援することを目的に、（一社）中

央酪農会議から認証を受けた酪農家が、主に学校などの教育現場と連携

して行う活動を言います。クローバーファームでは、認証を受ける前から

小学生に搾乳体験してもらったり、中学生の就業体験を受け入れていま

した。佳奈さんは、新川育成牧場（酪農教育ファーム認証牧場）で働いて

いたときに見学者の酪農体験を担当しており、クローバーファームでも酪

農体験に力を入れ、本当の酪農の姿を伝えていきたいと考えています。

光さんは、乳量の低下した多くの牛の生産能力を再生させています。

　新規就農してさまざまな課題に取り組んでいる青沼さんご夫妻。さぞ

かし忙しいのだろうと想像されますが、一日の労働時間は、せいぜい６

時間くらいとのこと。職住接近で通勤時間がない上に、ここでの暮らしが

思った以上に快適で気に入っているそうです。　

　光さんが子どものころ、ご両親は共働きをしていました。朝早く家を出

て夜遅くに帰宅する両親を尊敬し、親の仕事に興味を持ったこともあった

そうですが、自分が親の仕事をやるかとなれば「やっぱりしんどいだろう

な」と思ったそうです。そんなとき、テレビで牛を放牧している光景を見て、

「牛を眺める仕事があるのか」と興味を持ったのが酪農に進むきっかけ

になりました。だから、無理して働くより自宅にいる時間を大切にしたいと

思っています。

　最近は牧場での仕事も“仕事”という感覚が薄れ、汚れた衣類を洗濯す

るように、犬を散歩させるように、生活の一部として牛を世話しているの

だとか。自分はいま生活していると実感できたとき、「酪農っていいな」と

改めて思うのだそうです。「自営業である酪農家なら、自分の考え方ひと

つで仕事を改善できるし、自分なりの生き方を追求できることにも気付き

ました。わたしにとって酪農ほど充実した人生を送ることのできるライフ

スタイルは他にありません」と語る光さんの言葉に迷いはありません。

　青沼さんご夫妻は、時間を見つけて自宅を少しずつリフォームしていま

す。お互いにインテリアに関心があるので、自分たちで床を張り替えたり、

薪ストーブを置いたりしながら自分たちの趣味に合った住空間づくりを楽

しんでいます。

　以前の牧場主は、宿泊施設にしたいと考えていたらしく、この住宅には

部屋がたくさんあります。いずれは自分たちが気に入っている酪農生活

を多くの人に体験してもらえるように、宿泊して酪農体験もできるファー

ムステイを始めたいと考えています。

　やりたいことがどんどん増えていく青沼さんご夫妻ですが、牧場の規模

拡大は目指していません。家族で助けあいながら、自分たちの仕事はこ

んなに楽しくて、こんなにやりがいがあるんだと示せれば、子どもたちは

きっと牧場を継いでくれるだろうと考えています。

　子どもたちみんなが酪農をやりたいと言えば、みんなでやれる方法を

考えてあげたいし、誰もやりたくないのであれば、第三者に移譲してやっ

てもらえればいいとも考えています。子どもたちであれ、第三者であれ、

60 歳になったら牧場を次の世代に渡し、自分たちは畑でもやりながら自

由に暮らしていきたいと考えています。すでに光さんは、引退したら佳奈

さんを海外旅行へ連れて行く約束をしているそうです。

牧場での暮らしは思った以上に快適！

楽しくて、やりがいのある酪農を次世代へ

　光さんは、良好な牧場経営を続けて信用が高まれば、新規就農を希

望する人の支援に取り組みたいと考えています。「酪農をやりたいとい

う人はけっこういるけど、条件面や資金面とかいろいろあって結局諦め

ている人が多いのです」と光さん。この地域で酪農をやりたいという人

に資金を工面したり自分の酪農技術を提供し、新規就農者が独り立ちす

るまで支援することで、地域の酪農家や乳牛の飼養頭数を少しでも増や

したいと考えています。

　「30年後の酪農を考えたとき、だれかがやらなければなりません。だ

れもやらないのであれば、自分がやるしかありません」と熱く語る光さん。

「現在は指定生乳生産者団体※が、それぞれの牧場で搾った生乳を集め

て販売してくれますが、酪農家が減少すれば、生乳を取りにくることさえ

困難になるかもしれません」と、将来を心配しています。指定生乳生産者

団体を通じて生乳を販売することで、経営の安定が得られることは、自営

業にとって大きなメリットです。さらに地域の酪農家を増やすことは、自

分たちの酪農を守るためにも必要なのだと光さんは力説します。

　地域に牧場を受け入れてもらうためには、何より地域に必要とされ

る牧場でなければなりません。小矢部川の土手から見える、緑の中に

放牧牛がいる風景など、光さんは地域の景観にも貢献、気遣いをみせ

ています。農商工連携による“町おこし”にも参加して、「地域のお店の

商品で、クローバーファームの生乳を使っていることを紹介してもらえ

れば、高岡市にこんな牧場があると知ってもらえるし、商品が売れれば

お店は儲かります。それで町が盛り上がれば地域としてもメリットがあ

ります」と、光さんは、牛乳（生乳）の消費拡大策に明るい未来を感じ

ています。� ※4ページ参照

日本の酪農の課題に率先して取り組む

子育て奮闘中の佳奈さんも、光さんの搾乳作業を手伝います。

撮影当日の体験会には、三重県から参加した人もいて熱心に光さんの話を聞いて
いました。

富山県農林水産部が主催する酪農体験を年２回受け入れるなど、酪農教育ファーム
活動にも力を入れています。

光さんのアイディアを取り入れて作ってもらった搾乳施設。作業がスムーズに進んでい
ました。

敷料として使ったモミガラを堆肥小屋へ。
堆肥はアグリサポート高岡（JA高岡）の堆肥センターが引き取りに来ます。

お二人が出会った「くろべ牧場まきばの風」（旧・新川育成牧場）。
眼下に富山湾と能登半島を見下ろす絶景地。

JA高岡農産物直売所には、人気のある農家レストランや野菜直売所があります。

自宅の花壇の前で生後２カ月の瑞樹くんと過ごす青沼さんご夫妻。 元気いっぱいの芽吹くんと暖枝くんは、もう立派な酪農家？ です。
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